
④国立公園満喫プロジェクト

新規 継続

事業の統廃合を図る

さらに重点化を図る 現状のまま継続 内容を改善して継続

事業開始年度

達成状況 達成できた
おおむね
達成できた

達成できなかった その他

事業評価

・平成28年８月に、十和田八幡平国立公園が、国立公園満喫プロジェクトの全国８つのモデル地区
　の一つに選定された。
・平成28年12月に、十和田八幡平国立公園において、国立公園満喫プロジェクトを推進するため
　の具体的施策を掲げた「十和田八幡平国立公園ステップアッププログラム2020」（Ｈ28～
　Ｈ32）を策定した。
・平成28年度に蔦公衆トイレ改修工事の設計業務を実施した。

成果指標の現状値
宿泊施設を利用した外国人　32,042人（平成28年）

28,000人／年（平成32年）17,497人／年（平成27年）宿泊施設を利用した外国人

平成28

市内外からより多くの人々や消費を呼び込めるまち

施策名 観光力の強化と充実

基本事業名 観光資源の整備と充実

産業振興基本目標

事業費
（単位：千円）

上記理由

　平成28年12月に策定した「十和田八幡平国立公園ステップアッププログラム2020」（Ｈ28～
Ｈ32）に基づき、主に外国人観光客の受入体制の強化に資する各種事業を実施する。
（平成29年度の主な実施予定事業）
外国人観光客受入環境整備事業、インバウンド対応セミナー開催、冬期シャトルバス運行事業、宇
樽部キャンプ場施設改修（設計）、蔦公衆トイレ改修（工事）

今後の方向性

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

60,00038,500 60,0001,350 25,884

休止または廃止

国立公園満喫プロジェクト

成果指標

年度 事業終了年度 平成32

目標値（H32年度末）現状値（H27年度）

年度

目的

手段

事業名

　十和田八幡平国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化と外国人観光客の誘客促進を
図る。

　「ステップアッププログラム」に基づき、共通案内表示ステッカー作成、奥入瀬・十和田湖冬期
観光の充実、パワースポットマップ作成などのソフト事業と、宇樽部キャンプ場、蔦公衆トイレ、
奥入瀬渓流館改修などハード事業を実施する。

事業検証シート


